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 雪や氷で滑りやすくなる冬は、転倒事故が起こりやすい季節です。積雪した道だけでなく、

見た目では分かりにくい凍結（ブラックアイスバーン）にも注意が必要です。特に階段や坂

道、横断歩道、建物の出入り口などは危険が高まります。雪に慣れていない地域では、油

断が大きなけがにつながることもあります。安全に行動するために、危険な場所や歩き方、

服装のポイントを確認しましょう。 

 

注意が必要な場所 

 横断歩道・交差点  

 坂道・階段・歩道橋 

 車や人の通行が多い道 

 日陰、建物の出入り口 

 バス・タクシーの乗降場所 

 

 

 

歩行時のポイント 

 滑り止め付きの靴を履く 

 歩幅を小さくし、足裏全体で歩く 

 手袋・防寒具を着用する 

 リュックを使い、転倒に備える 

 「ペンギン歩き」を意識する 

 両手が空く服装にする 

 

 

 

熊本では雪は少ないですが、万が一に備えて行動しましょう。 

 【文責 全日制防災担当】 

 

令和８年１月１６日発行 

熊本県立湧心館高等学校 
毎月１６日は「防災教育啓発の日」 

過去のぼうさい通信を見ることができます 

くまもとマイタイムライン（デジタル版 マイタイムライン）

 


